










 論 文 
多言語・多民族社会、台湾の言語における共生のあり方
－家庭内における多言語の語り合いの事例より－
































２）中時電子報，2018年 12月 25日，「国家言語発展法（國家語言發展法）」：2018年 12月 25日，立法院可決
（2018年 12月 25日取得 https : //www.chinatimes.com/realtimenews/20181225001536-260407）
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Poplack、Blom, Jan Petter、John J. Gumperz 研究で有名だが、日本では東照二氏で知られている。
関西学院大学では、国際学部の山本雅代教授も研究されている。また、会話分析の観点から、エス












































































要素も取り入れた Blom & Gumperz（1972）と Gumperz（1982）によって定義付けられた状況的








































自由時報（電子版），2011年 5月 24日，「社團痛批／馬政府去台灣化 台語改稱閩南語」，（2018年 8月 1
日取得 http : //news.ltn.com.tw/news/focus/paper/494941）
民䱾日報，1998年 10月 15日，「為『台語』正名」
事例 1：母語が客家語の家庭① 台北市内郊外










B 母：娘 客家人 40代後半 客家語 中国語 ①中国語
②客家語
閩南語
C 孫：小学 6年 客家人 10代半ば 客家語 中国語 中国語 閩南語 客家語


























○A は中国語が聴いて分かるがあまり得意ではなく、D は客家語が聴いてもよく分からず、A と
D との間では会話が成立し難い。
事例 2：母語が客家語の家庭② 苗栗県内





A 祖父 客家人 80代半ば 客家語 日本語 ①客家語 閩南語
B 父：息子 客家人 60代半ば 客家語 中国語 ①客家語
②中国語
閩南語
C 母：息子の妻 客家人 60代半ば 客家語 中国語 ①客家語
②中国語
閩南語
D 孫：長男の妻 本省人 30代半ば 客家語 中国語 ①中国語 閩南語 客家語




























A 祖父 本省人 60代後半 閩南語 中国語 ①閩南語
②中国語
客家語
B 祖母 本省人 60代半ば 閩南語 中国語 ①閩南語
②中国語
客家語
C 母：息子の妻 客家人 30代半ば 客家語 中国語 ①中国語
②閩南語
閩南語
D 孫：未就園児 本省人 4歳 閩南語 中国語 中国語 閩南語 客家語
事例 4：母語が閩南語（台語）の家庭④ 桃園市内（中䐹区）





A 祖母 本省人 80代前半 閩南語 日本語 ①閩南語
②中国語
日本語





本省人 16歳 閩南語 中国語 中国語 閩南語 日本語
＊彼らは「閩南語」を「台語」と称する拘りは、見られなかった。


































A 祖母 本省人 80代後半 台語 日本語 ①台語 日本語（少）中国語
B 父：息子 本省人 50代後半 台語 中国語 ①台語
②中国語
C 母：息子の妻 本省人 50代半ば 台語 中国語 ①台語
②中国語


























A 祖母 太魯閣人 40代後半 太魯閣語 中国語 ①太魯閣語
②中国語













A 祖母 本省人 80代後半 台語 日本語 ①台語
②中国語
日本語
B 父：息子 本省人 60代半ば 台語 中国語 ①台語
②中国語




本省人 6歳 中国語 中国語 中国語 台語
＊彼らは「閩南語」ではなく「台語」と称したため、尊重し「台語」と記載。























































会話の中心人物は E である。C は一回のスピーチ量は多いが、C よりも E の方が中国語が得意
なため、この会話では発話の中心人物も E が担っているようだ。
A が発話した客家専門チャンネルについて、BCE が中国語で説明し、テレビ局と番組について、
C が A に客家語で説明しているが、その最後に敢えて D への配慮からか中国語で「今は（客家チ
ャンネルは）あるわよ。」と言い、E も念を押すように「客家語を比較的配慮して重んじているの
よ。」と中国語で言うことで定式化（formulating）が起きている（好井 1999）。
つまり、成員の中で E が話題をまとめる役割を果たそうとしている。また、もし、D が同席し
なければ、中国語を使う必要はないが、D 以外も中国語はできるため参加者全員の「参加が承認
されている」D への配慮と「団結」を示す CS であると推察する。
例 2
前述の例 1同様、家族全員で一つのテーブルを囲んでいたが、途中 AB 間と CDE 間の会話が異




























会話の中心人物は E である。CDE 間のみの会話で、客家語が聴いてもあまり分からない「参加
が承認された者」D への配慮として中国語をベースに話していたが、途中 C により長文の中に句
の単位で客家語へ CS が生じた。その客家語の内容は、幼児園のある園児を批判する内容で、感情
的な意味合いもあり、D に聞かせたくない配慮か、あるいは CE 間のエスニック・グループ的な
「団結心」からか、C は同じ母語の E にのみ話し掛ける「分離」が起き、両側面の意図的なに CS
が生じたとも考えられる。しかし、結局、D はその前の中国語の脈絡から、C と E の会話に介入
し、CE 両者に CS が生じ中国語に戻った。
事例 3：台北市家族の会話
A：祖父 60代後半・B：祖母 60代半ば







































会話の中心人物は B である。日常的には AB 間では閩南語が主体だが、三世代が集まる場面で





また、話題の中心は、同席しない D の姉について、最初は D が分かるレベルの閩南語で敢えて
D に聞こえるように「ブーに食べられてしまったんだわ」と言っている。しかし、その姉妹の母
親への注意喚起に及んだ場面では、中国語では D が聴いて分かるため、敢えて閩南語に CS して
いる。前者は、感情的な表現を相手に聴かせるために CS しているとも考えられる（Goffman
1981）。そして、後者は、「指定されていない受け手」D の「言語能力の差異を利用」し、相手が
理解できない言語（コード）を選び、なおかつ、AB が D との「直接対話の回避」をしているよ
うに見受けられる。
事例 4：桃園市内家族の会話
A 祖母：80代前半・B 娘：40代前半・C 孫 高校一年生（女子）：16歳
ABC 3名で会話する際は、A が BC に配慮して中国語が主体であったため、ABC 間と AC 間の
別々の会話場面を使用する。
最初は、ABC が居間で話していたが、途中 A が晩御飯の準備に厨房に入った。














会話の中心人物は A である。A は閩南語があまり話せない C に対して、日常的に中国語で会話
することで「指定された受け手」への配慮している。しかし、A が中国語で何回言っても C が分
からない時に、A は業を煮やしてか閩南語に CS し、「言い直し」で再確認する場面があった。そ






















会話の中心人物は A である。A は母語の閩南語も中国語も流暢であるが、閩南語よりも中国語
が得意な B に対して、中国語を交えて「参加が承認された者」への配慮をしながらも、AB 互い
の得意な言語を交えて会話することでコミュニケーションはよりスムーズに流れる。双方の得意な
言語を混在させた会話であるが、アイデンティティや共同体意識の強さにより成立し、CS が「団
結」を示しているのではないだろうか。A が C と会話する時よりも、AB ともに母語の割合が多
くなっている。
事例 5：高雄市家族の会話






























































会話の中心人物は B である。C は、ほとんど母語を聴いても分からず、話すこともほとんどで
きないため、AB が「指定された受け手」C への配慮からか、C の答えられそうな話題で母語の発

























































































































Blom, Jan-Petter & John Joseph Gumperz, 1972, Social meaing in linguistic structure : Code-switching in Norway. In
J. Gumperz, & D. Hymes（Eds.）, Directions in sociolinguistics, New York : Holk, Rinehart and Winston.
Gumperz, John. J, 1982, Discourse strategies : Studies in interactional sociolinguistics 1. New York. Cambrige Univer-
sity.（＝2004，井上逸兵・出原健一・花崎美紀・荒木瑞夫・多々良直弘訳，『認知と相互行為の社会言語
学』松柏社）．
Goffman, Erving, 1981, Forms of Talk. Philadelphia : University of Pennsylvania Press.














（第 3号 2001年 5月）』50-69.
張建成，2000，「台湾地矩区的郷土教育」張建成主編『多元文化教育－我們的課題与別人的経験』師大書苑，
45-61.
（原稿受付：2018. 10. 31 掲載決定：2019. 1. 17）
関西学院大学 先端社会研究所紀要 第 16号
38
The ways of coexistence in multilingual and multi-ethnic Taiwan :
a case of multilingual conversations among family members
Yukiyo Saito
Abstract
This study explores the reasons for communication and dialogue can be established in Tai-
wanese society with multiple languages and ethnic groups, even though the languages used in
three-generation families are different. Furthermore, learning more about the coexistence of
multiple languages in the above-mentioned families is also a purpose.
To complete this study, field survey was conducted last September and December in Tai-
wan. The differences between the languages and the languages used by three-generation family
are also the observation standards. When choosing the three-generation families, the languages,
the composition of the ethnic group, age, occupation, education level, economic status, living
environment, and balance of classes were taken into consideration.
From a sociological point of view, this study uses the ethnomethodology for dialogue
analysis, and assumes the families share a silent understanding to the basis of communication
and dialogue. This study also observes daily conversations of different nationalities which use
different mother languages in one family.
On the other hand, from the perspective of linguistics, code-switching is also a focus of
this study. Through the analysis, a total of seven observations, fourteen interviews, and five
field surveys were conducted. And it was found that different ages, classes, occupations, living
environments, education, and growing environments cause the differences of the respondents’
languages. For example, a family composed of two identical ethnic groups, can use significantly
different languages.
In addition, this study analyzes the content of the dialogue through the ethnomethodology.
After transcribing a taped the shooting videos, it turns out that the respondents believe their
own code-switching is only based on silent understanding, which is not absolutely correct. On
the contrary, there are other factors that they may not have noticed, but constitute the cause of
the status and role in between the members from the interaction.
Key words : Taiwan, multilingual, ethnic group
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